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開発プロセス
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例えば、「oとcとe」や「S36」など、形の似ている文字がとなり合うと、
「読みまちがい」が起こりやすくなることがわかりました。

その１

読みまちがいが起こるケースを徹底調査

カーブや角度、太さを調整して読みやすさを追求

その２

完成！

モリサワの開発担当者が語る、
書体開発についての動画はこちら！

cの空きを若干広げたり、eの線の
太さを調整するなど、細かい調整
を行いました。

日本語と併記した場合の読みやすさも
考慮して、全てのアルファベット書体を
開発しました。
Key Sentencesの解説などでも使用

しています。

フォント開発会社大手

裏面では、Book 1全編で使用しているユニバーサル書体（現行版から継続）についてご紹介します！

Sの空きを調整して読みまちがい
を防止しています。
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アルファベットの書体は、英語の学習にとても大切な要素です。
令和7年度版 NEW HORIZONでは、1年の全編で、手書き文字に近いユニ
バーサル書体を使用しているほか、小中接続期の冒頭では、なぞり書きを
取り入れるなど、「書くこと」への負担に配慮しています。

さらに今回、「読み書きでつまずく生徒をゼロにしたい」という思いのもと、
東京書籍はフォント開発会社大手である株式会社モリサワとタッグを組み、
読みやすさを追求した書体を新たに開発し、本文のタイトルやKey 
Sentencesの解説部分などに使用しています。

小文字のoとcとeなど、形が似ていることを原因とする「読みまちがい」を
防ぐために、文字の細部にまで調整を行いました。

Book 1の全編：ユニバーサルデザイン書体を採用

文字習得の負担を大幅に軽減

手書き文字に近い書体を開発し、1年生の全編で使用し

ています。文字の形がわかりやすく、読みまちがえにく

いため、読み書きの学習の負担を軽減します。

書きやすさに配慮した四線

文字の書きやすさに配慮して、第2線と第3線の幅を広

げた四線も独自開発。教科書で使用しているほか、教師

用指導書にデータを収載予定です。


